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深を示す月の回数をまとめてみると，表４のように
－１８－
伽場・長久・小泉：北陸地方の気象の特性
なる。表４降雪・積雪の型式（２）
1９
以上の結果から降雪・積雪についていくつかの特
長をあげることができる。
１．過去１４年間を通じての最大積雪深は１１０ｃｍ
～120ｃｍであるが，最大積雪深の階級別頻度（％）
は，１０～20cｍ（27％),20～30cｍ（18％)，３０～４０
cｍ（９％)，４０～50cｍ（７％)，６０～70ｃｍ(１０％）
70～80cｍ（７％）となる。
２．最大雪積深の時期は，1965年～1966年，１９６７
年～1968年が２月下旬であるのを別とすれば，大部
分が１月中旬（１５日）から２月上旬（５日）までの
間にある。
３．名年について積雪ブロック数を調べてみる
と，ブロック数３個の年が４回，２個の年が３回，
４個の年が１回，５個以上の年が２回となる。ブロ
ック数が１個のとぎの最大積雪深は他にくくて大き
く，平均して101ｃｍ，２～５個の場合は９０～94ｃｍ
のこともあるが，平均すると３０～52ｃｍとなり，と
くに３０～40ｃｍの場合が多い。
４．いわゆる根雪になる月は，最大積雪の多くあ
▼
最犬積雪深 ｜根雪になった月
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積雪ﾌﾞ…■麩｜露議鐵
l潟：ロド損，ｉｐ
ｉ潟ＩＤ詔,：
5個］：１‘，
らわれる１月，２月に多く（12～１３回)，１２月の場
合は１月，２月にくらべて約乾，しかも１２月下旬に根雪になる率が多いようである。
５．海岸部と山間部での積雪深の違いは，海岸部では山間部の約払～船であり（図２１，２４参照)，
消雪も山間部，平野部よりはるかに早い。
３．２雪質6）
北陸地方における雪質は他の地方，とくに北海道，東北地方などに比べてシメリ雪が多く，これま
での測定結果をみても新雪密度で北海道では0.05～0.069/cm8なのに比べて北陸では0.083～0.094
9/cm3とかな大りさい。
このような雪質の差異は，北陸地方では降雪量の割に気温が高く，降雪後短時日でザラメ化し，他
地方であまりみられないシメリ雪とザラメ雪の互層を生ずるためと考えられる。
１９７１年の雪に対し，金沢大学工学部構内の地面上と模型路面上において雪質調査を行なった。また
平地路面上と比較するため北陸自動車道根上試験路上（海岸部）および湯涌（金沢市の山間部）でも
調査を行なった。
積雪の性質は，まず観察によって断面の各層を新雪（Ｎ)，シマリ雪（Ｓ)，ザラメ雪（Ｇ)，氷（１）
などに分類し，各部分の積雪深，密度および抗せん力を測定し，さらに積雪深の変化なども測定した。
３．２．１雪質と密度
図21に雪質と密度の変化を示した。この試験結果より，新雪では密度0.069/cm3であるが，短時日
で0.3～0.49/ｃｍｓという密度に変化し，とくに海岸部ではその傾向がはげしいことがうかがえる。図
22は路面上の雪質の変化の概要を示したものである。
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